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　火星の地表には、豊富な水をたたえていた時代があった証拠
や興味深い地形がたくさん存在しています。太陽系最大の火山
オリンポス山、巨大な地溝帯マリネリス峡谷、水中で堆積して
できたことがわかる露頭や小惑星衝突により形成されたクレー
ターなどです。惑星としての火星は、太陽系誕生の時に地球と
同じように形成され、かつての表面には、海、大陸などがあり
ました。
　現在の火星表面の自然環境は、生命に適していません。しか
し、火星の公転軌道はハビタブルゾーン内の外側の外れにあり
ますので、十分な大きさの惑星に成長していれば、生命が誕生
して知的生命体に進化していたかもしれません。
　これまでの火星探査では、生命の痕跡が発見されていませ
ん。もし、初期の火星に生命が誕生していたとすれば、今も地
底には豊富な水が貯蔵さていて、火山活動による熱源も存在し
ているので、密かに生命活動が今も営まれている可能性を完全
に否定することはできません。　
　20世紀の初めに自転周期、軌道傾斜角や公転周期が地球に酷
似していたことから火星人の存在を想像したように、火星探査
の進展により、火星生命の誕生と進化の謎はますます深まるば
かりです。地球だけに生命が誕生したとは考えにくいですから
ね。
　科学者は火星に生命の証拠を求めた挑戦を振り返りながら、
さらなる火星探査を続けていくことでしょう。有人探査により
月で採取した岩石から月の創世年代を明らかにしたように、火
星の有人による探査が近い将来に実現し、地球外生命の証拠を
発見する日も遠くはありません。科学研究で火星の大地を歩く
最初の人は、あなたかもしれません。

　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編著者     下 村 知 愛 ・ 高 橋 典 嗣 

結び
CONCLUSION

火星のクマ（NASA/JPL/THE UNIVERSITY of ARIZONA）
この画像は、2023 年 1月 25 日に発表されたクマの顔のような模様
です。顔の輪郭は、小惑星衝突により形成されたクレータの外輪山。
鼻と口は内部から噴出した中央火口丘が崩落して形成。目はその後
にできた衝突クレーターと考えられます。
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